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主  題 : 一粒の麦が地に落ちるとき 

聖書箇所 : ヨハネの福音書 １２章２０－２６節 

 

この朝も続けて見たいのは、ヨハネの福音書１２章です。特に、２０－２６節を中心に神様が教える 

すばらしい真理に耳を傾けてみたいと思います。 

ヨハネ１２：２０－２６ 

「:20 さて、祭りのとき礼拝のために上って来た人々の中に、ギリシヤ人が幾人かいた。:21 この人たちがガ

リラヤのベツサイダの人であるピリポのところに来て、「先生。イエスにお目にかかりたいのですが」と言

って頼んだ。:22 ピリポは行ってアンデレに話し、アンデレとピリポとは行って、イエスに話した。:23 す

ると、イエスは彼らに答えて言われた。「人の子が栄光を受けるその時が来ました。:24 まことに、まこと

に、あなたがたに告げます。一粒の麦がもし地に落ちて死ななければ、それは一つのままです。しかし、も

し死ねば、豊かな実を結びます。:25 自分のいのちを愛する者はそれを失い、この世でそのいのちを憎む者

はそれを保って永遠のいのちに至るのです。:26 わたしに仕えるというのなら、その人はわたしについて来

なさい。わたしがいる所に、わたしに仕える者もいるべきです。もしわたしに仕えるなら、父はその人に報

いてくださいます。」 

ご存じの方もいると思います。教会の歴史の中にジョージ・ミュラーというひとりのクリスチャンが

いました。１９世紀のイギリスで宣教師として活躍した彼は、主のためにさまざまな働きをなした人物

でした。孤児のために五つの孤児院を建てたり、１１７もの学校を建てたり、およそ１２万人の子どもた

ちに教育を施したりしました。また、彼は特に祈りの人としても知られていました。自分の働きをアピー

ルしたり、寄附や援助というものをつのることもありません。必要なものがあれば、彼はただひたすらに

神様に祈り求めていました。すると、その祈りに神様はこたえられ、驚くべき形で、必要なものが備えら

れたのです。ミュラーはどんな時も主に信頼して、最後まで忠実に仕えていた人物でした。彼の人生は、

今も世界中の多くの人たちに影響を与えているのです。ある時、人々はそんな彼に尋ねました。 「あなた

の人生の秘訣は何ですか？働きがこれほどまでに豊かに実を結んで、これほど多くの人の人生を変える

ことができたのはどうしてですか？」と。その質問に対して、ミュラーはこのように答えました。 「私に

は、一度死んだ日がありました。完全に死んだ日です。ジョージ ・ミュラーという人間に死にました。自

分の考え、自分の好み、自分の望み、自分の意志に死にました。この世に対しても、その賞賛や批評にも

死にました。兄弟姉妹や友人からの評価や非難にさえ死にました。そして、それ以来、ただ神に認められ

る者となることだけを求めて歩んできたのです。」と。自分自身に死ぬということ、それが豊かな実を結

んだミュラーの人生の秘訣でした。自分を捨てて、主のためにすべてを喜んでささげて生きることです。

そして、これは彼にだけ求められていた特別な歩みではありません。これこそ、すべての信仰者も同じよ

うにして歩むべき道でした。もちろん、こんな生き方は、私たちが置かれているこの世の考えとは大きく

異なります。この世はまず自分を一番に考えて、自分を高めることが豊かな人生につながる道だと考え

たりします。自分に対して死ぬということ、自分を捨てるということは、豊かさとは正反対の道に聞こえ

たりします。 

でも、聖書が教えている真理は全く違っていました。聖書は、繰り返し、繰り返し、失うということが

得ることにつながり、低くされるということが高くされる道につながり、死がいのちへと結びつくと教

えていました。そして何よりも、この  自分に死ぬ”という生き方を自ら全うして、その道を歩まれたお

方こそ、私たちの愛する主イエス ・キリストでした。この地上にやって来られたイエス様は、そのことを

単なることば、教えとして、人前で語ったのではありません。イエス様はご自分の歩みを通して、それを



実際に示されていました。 

今朝、私たちが見るみことば、ここにはまさにその真理というものがはっきりと記されています。イエ

ス様は、ここで  一粒の麦”のたとえを用いていました。なぜイエス様は、そのようなたとえを用いたの

でしょう。それは、これを通してイエス様はこれから迎える自分の死が何を意味していたのか、また、ご

自分に従っていく者にとって、自分に対して死に、神様に生きるということがどういうことなのかを教

えるためでした。私たちがこれから見るこの箇所は、本当の意味で実を結ぶ豊かな人生とは何なのかを、

私たちに明らかにしてくれています。特に、三つのキーワードを中心にしながら、イエス様の教えをいっ

しょに考えてみましょう。自分自身に死ぬ者として、そして、神様のために生きる者として歩むとはいっ

たいどういうことなのか――。 

〇一粒の麦が地に落ちるとき：三つのキーワード 

１．時 ２０－２３節 

では、一つ目のキーワードから考えてみましょう。最初のキーワードは、「時」です。この時点まで、

まだイエス様の時は来ていないと言われ続けてきた、その時がついにここでやって来ていました。みこ

とばを見てください。今回の場面がこのように始まっています。２０－２２節 「:20 さて、祭りのとき礼拝

のために上って来た人々の中に、ギリシヤ人が幾人かいた。:21 この人たちがガリラヤのベツサイダの人であるピ

リポのところに来て、「先生。イエスにお目にかかりたいのですが」と言って頼んだ。:22 ピリポは行ってアンデ

レに話し、アンデレとピリポとは行って、イエスに話した。」と。さて、ここで少し思い出してください。先週

いっしょに学びました。今見ている１２章は、過越しの祭りが間近に迫ったエルサレムでの出来事でし

た。この祭りの時期のエルサレムの町は、人であふれかえっていました。何百、何千ではありません。数

万、数十万を超えるユダヤ人たちがあちらこちらから集まっていました。町には見渡す限りの人、人、人。

その中をイエス様はろばの子に乗って、そしてへりくだった王として入城されました。その光景を見な

がら、人々はこの方を大喜びで迎えていました。 「ホサナ、ホサナ」と。 「今、救ってください」と大声で

叫び、勝利を象徴する  しゅろの木の枝”を振りながら、大きな自分たちの期待というものを表していま

した。彼らは来られたそのイエス様を、自分たちをローマの支配、ローマの苦しみから解放してくれる約

束の王様が来たのだと、熱狂と興奮に包まれていたのです。 

しかし、その光景を苦々しい思いで見ていた人たちがいました。それが民の指導者パリサイ人たちで

した。イエス様のことを憎んで、なんとかして殺してやろうとたくらんでいた彼らは、自分たちの計画が

ことごとくくずれて、民がイエス様に対して熱狂する姿を見て、前回見た１９節で思わず、「どうしたの

だ。何一つうまくいっていない。見なさい。世はあげてあの人のあとについて行ってしまった。」とつぶやいてい

ました。彼らは嘆いていました。この世の者がすべてイエス様について行ってしまったと絶望していま

した。このことばは、もともと目の前の歓声をあげているその同胞たち、ユダヤ人に向けて語られたもの

でした。 

でも、ここからが興味深い場面です。このことばの直後に、実際にイエス様のもとに来ようとした者た

ちがいました。それはユダヤ人ではありません。エルサレムに礼拝に来ていた異邦人、ギリシヤ人たちで

した。ここに描かれている場面は、まさに、世の人たちがイエス様を求めてやって来るという場面が描か

れていたのです。彼らはここでピリポに向かって頼んでいました。 「先生。イエスにお目にかかりたいのです

が。」と。この 「お目にかかりたい」というのは、単に遠くからイエス様を見たいという話ではありません。

彼らが望んでいたことは、イエス様と出会って、イエス様と話をして、イエス様を理解して、イエス様を

知ることでした。彼らはイエス様に会いたい、イエス様と時間を過ごしたいと願っていました。また加え

て、２１節、彼らはそう「言って頼んだ。」と。この「頼んだ」ということばは言い換えると、「頼み続け

た」と訳すこともできます。想像できます？ピリポのもとにやって来たギリシヤ人たちは一度きりでは

ありません。彼らは諦めずに 「イエス様に会わせてください」と、頼み続けていたというのです。私たち



はイエス様と時間を過ごしたいのです、どうしてもイエス様に会ってみたいのです、どうか私たちをイ

エス様のところに連れて行ってくださいと。そのようにして世の人たち、異邦人たちが、イエス様のこと

を熱心に求めていました。ここに、これまでも見てきましたけれども、皮肉というものを見て取ることが

できます。どんな皮肉かというと、本来であれば、イエス様に対して最も喜びを表して、最も喜んで、救

い主として受け入れるべきだったのは、神の民、ユダヤ人たちでした。聖書の知識を持っていて、救いに

最も近いと思われていたユダヤ人の指導者たちは、イエス様を憎んで、最後には十字架につけました。で

も、反対に救いから遠く離れていると思われていた異邦人が、救い主を求めてやって来ていたのです。 

でも、ここに、私たちは神様の救いのすばらしさ、福音のすばらしさというものを見て取ることができ

ます。神様の救いというのは、血筋とか、民族とか、そのようなものによることではないということです。

救い主イエス様は、ユダヤ人だけのために来られたお方ではありません。全人類の罪のために来てくだ

さったお方でした。まさに、ヨハネの福音書が最初から語り続けてきた真理が、ここでも実現していたの

です。ヨハネの福音書のイントロにあたる部分１：１１－１３に書いていました。イエス様のことです。

「:11 この方はご自分のくにに来られたのに、ご自分の民は受け入れなかった。:12 しかし、この方を受け入れた

人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。:13 この人々は、血によ

ってではなく、肉の欲求や人の意欲によってでもなく、ただ、神によって生まれたのである。」と。感謝だと思い

ません？神様の救いは、人種や民族、そのような背景には関係ないものでした。キリストを求めるすべて

の人に開かれていました。私たちひとりひとりが救われたのも、同じ救いの恵みのゆえです。血筋ではあ

りません。この方を信じたからこそ、神の子どもとされる特権が与えられました。 

このヨハネ１２章、ギリシヤ人がやって来たこの場面、この異邦人たちの登場というのは、救いという

ものが全世界的なものであるということ、全世界に広がっていくこと、それを告げるシグナルだったの

です。ギリシヤ人たちはやって来ました。そしてピリポに頼んで、そしてピリポとアンデレは、イエス様

のところに行きました。不思議なのは、それに対するイエス様の回答はここに見て取ることはできませ

ん。でも、それ以上にイエス様はすばらしいことを宣言されていました。驚くべきことをここで言われて

いました。 

続く２３節、見てください。 「すると、イエスは彼らに答えて言われた。「人の子が栄光を受けるその時が来ま

した。」と。もしかしたら、普段だとサッと読み飛ばすかもしれません。少し立ち止まって、これを聞い

ていた人たちの様子を想像してみてください。覚えていると思いますけれども、まず、この時点まで福音

書は一貫して、イエス様の時はまだ来ていませんと訴え続けてきました。この時点までイエス様はずっ

と、みことばはずっと、 まだです”、そのように言い続けてきました。たとえばカナの婚礼の場にあっ

て、イエス様は自分の母親に告げていました。ヨハネ２ ：４ 「すると、イエスは母に言われた。「あなたはわ

たしと何の関係があるのでしょう。女の方。わたしの時はまだ来ていません。」」と。また、イエス様はいろいろ

な働きをしている中にあって、憎まれました。その憎んだ人たちがイエス様のことを捕まえようとした

時も、このようなことばが繰り返し、繰り返し言われていました。たとえばヨハネ７ ：３０ 「そこで人々

はイエスを捕らえようとしたが、しかし、だれもイエスに手をかけた者はなかった。イエスの時が、まだ来ていな

かったからである。」と。 

１つ飛んでヨハネ８ ：２０でも、特に後半で 「……しかし、だれもイエスを捕らえなかった。イエスの時が

まだ来ていなかったからである。」と言われています。まだ、まだ、まだ。それが、私たちが今見ている１

２ ：２２までの場面でした。 「まだ来ていません」と。でも、イエス様はこの時、宣言されたのです。 「人

の子が栄光を受けるその時が来ました」と。ずっと待っていた弟子たち、やっと来たと思ったでしょう。以

前にも、何度か触れましたけれども、イエス様がここで用いていた 「人の子」という表現は、ダニエル書

７章からのものでした。預言者ダニエルは当時、一つの幻を見ていました。その幻の中で彼は、この世の

強力な帝国、いろいろな強い国々が登場した後に、雲に乗ってやって来られるその偉大な 「人の子」を見



たのです。地上のありとあらゆる力強い国。でも、その後にやって来られる人の子は、それらのどのよう

な国よりも力強いお方でした。人の目から考えれば、圧倒的な力を持っているそんな国々を、自分の足も

とにひれ伏せさせる権威を持っているのが、「人の子」という存在でした。ダニエル７：１３－１４に書

いています。 「:13 私がまた、夜の幻を見ていると、見よ、人の子のような方が天の雲に乗って来られ、年を経た

方のもとに進み、その前に導かれた。:14 この方に、主権と光栄と国が与えられ、諸民、諸国、諸国語の者たちが

ことごとく、彼に仕えることになった。その主権は永遠の主権で、過ぎ去ることがなく、その国は滅びることがな

い」と。当時の人たちが「人の子」に描いていたイメージは、このような力強い力にあふれた姿でした。

そして、イエス様はご自分をさして、 「人の子が栄光を受ける時が来ました」と言ったのです。そうする

と、当然、これを聞いていた弟子たち、まわりにいた群衆たちは大いに興奮したでしょう。ついにその時

が来ました、ずっと待っていたその時が来ましたと。イエス様が地上で偉大な王国を打ち立てて、ローマ

をねじ伏せて、王としての栄冠をおかぶりになる、その時が来ましたと。彼らの期待は、極限まで高まっ

ていたでしょう。 

２．一粒の麦 ２４節 

でも、そんな場面でイエス様がしたことは、その人々の期待とは全く違うものを見せることでした。

人々は栄光の時と聞いて、王座を思いました。でも、そのような者たちに対して、イエス様はご自分が一

粒の麦となって死ぬという、その栄光の十字架を示されたのです。イエス様は、人々の期待とは違うもの

――自分は死ぬということを示されました。でも、なぜ死ぬことが栄光につながるのでしょう。それが次

に私たちが見る二つ目のキーワードです。それは 「一粒の麦」です。続く２４節、イエス様はここでたと

えを用いて、人々の期待とは真逆の真理を教えられました。 「:24 まことに、まことに、あなたがたに告げま

す。一粒の麦がもし地に落ちて死ななければ、それは一つのままです。しかし、もし死ねば、豊かな実を結びます。」

と。これを読んで私たちは、どうしてイエス様は急に一粒の麦のたとえを持ってきたのだろうと思うか

もしれません。でも、イエス様は知恵に富んだ最高の教師でした。多くの場面にあって、ご自分のことば

を耳にしている者たちがよく理解できるようにと、その場に合ったたとえを、その場に合った比喩を用

いていました。今回の場面も同じです。この時、人々はどのような場面にいました？彼らは過越しの祭り

を前にしていました。この祭りの時期は、ちょうどパレスチナにおいて、大麦の収穫が最も盛んに行われ

る季節でした。ということは、人々のまわりには、まさに、たくさんの麦がある状態だったのです。 

そして、人々がその麦を見ているその中にあって、イエス様は言うのです。 「一粒の麦がもし地に落ちて

死ななければ、それは一つのままです。しかし、もし死ねば、豊かな実を結びます。」と。言わんとしたことは、

明白でした。少し考えてみてください。どんな植物であれ、種というのは、地面に植えられなければ、実

を結ぶことは決してありません。ガーデニングをする方はよくわかるでしょう。小学校でも、そんな理科

の実験をしたこともあるでしょう。仮に、どれほどすばらしい種を何万と持っていたとしても、その種を

そのまま机の上に放置したままだったら何も起こりません。どれだけ待っていようとも、そこに根が出

ることも、豊かな収穫物を期待することもできません。どんな種であれ、実を結ぶためには、土の中にま

ず埋められなければいけません。埋められなければ、ただ一粒の種のままです。でも、同時に、たとえ一

粒の小さな種でも、土に植えられて種として死ねば、そこから芽が出て、多くの実を、新しいいのちを実

らせることにつながります。それを私たちは実際のこととして知っています。イエス様はその 一粒の

麦”がご自分のことだと言われたのです。多くの実を実らせるためには、まず自分が地に落ちて死ななけ

ればいけません、その驚くべき事実をここで明らかにしていたのです。ついにやって来ました、栄光の

時。人々は王座を考えました。でもイエス様にとってその時は、  十字架の死”でした。イエス様は戦い

による勝利ではありません。十字架の死を通して、ご自分を信じるすべての者に、いのちを与えようとさ

れたのです。実を実らせるために、イエス様は死なないといけない、十字架を通らなければならないと。 

私たちは知識としてよく知っています。でも、改めて考えてみてください。このことばを聞いた者たち



は、どれだけに驚いたでしょう。この当時の社会にあって、十字架というのは、ただ残酷で、最も恥ずべ

き死の象徴とされていたものでした。この処刑があまりにも残虐で最低であったからこそ、ローマの市

民は法律によって、この十字架刑から守られていました。どんなに重大な罪を犯したとしても、ローマの

市民には十字架刑を科してはならないと、法律できびしく定められていたのです。この十字架刑は、社会

の中でさげすまれている者たち、奴隷や凶悪犯、国家に対する反逆者だけに与えられるものでした。古代

のローマの哲学者、政治家、キケロという人物も、十字架についてこのようなことばを残しています。

「ローマ市民を縛ることさえ犯罪である。鞭打つことは悪行である。死刑にすることは、父親殺しにも等

しい大罪である。では、十字架につけることについて何と言えばよいのだろうか。そのような恐るべき行

為は、どれほど悪い言葉を用いても、その罪深さを十分に言い表すことはできない」と。人々にとって十

字架というのは、タブーとされるほど忌みきらわれるものでした。忌みきらわれていただけではありま

せん。現代の医者も、歴史上に存在したあらゆる処刑方法の中で十字架刑こそが、最も残酷なものだった

と認めています。受刑者は絶え間ない激痛と呼吸困難に苦しみながら、何日間も見せしめとしてつるさ

れました。道行く人々からは嘲笑されました。あまりの激痛ゆえに、十字架にかかっている者たちは、途

中で発狂して失神してしまうほどでした。そのような恥ずべき十字架に、そのような痛みを伴う十字架

に、イエス様は確かにかかられたのです。 

でも驚くべきなのは、イエス様が味わった十字架の苦しみは、そのような肉体的な苦痛や人前におけ

る恥だけではありません。いやむしろ、そのイエス様が受けた十字架での苦痛のほんの一部にしか過ぎ

ませんでした。では、いったい何が十字架において最悪だったのかというと、みことばは、こう教えてい

ました。申命記２１：２３に「木につるされた者は、神にのろわれた者だからである。」と書いています。ガ

ラテヤ３ ：１３にもこう書いていました。 「キリストは、私たちのためにのろわれたものとなって、私たちを律

法ののろいから贖い出してくださいました。なぜなら、「木にかけられる者はすべてのろわれたものである」と書

いてあるからです。」と。イエス様があの十字架で受けた最もひどい苦しみは、父なる神様からのろわれた

ものとして扱われることでした。この方は本来、ほめたたえられるべき神の御子でした。でもその神の御

子が肉体には激痛を受け、人々からは嘲けられ、そして何より最も愛していた父からの激しい御怒りと

のろいをその身に受けられていました。いっさい罪のないイエス様のうちには、御怒りを受ける理由な

んて、こんな扱いを受ける理由は何一つありません。でもこの方は、ご自分の立場を、ご自分のいのちを

顧みることなく、自ら進んで十字架へと向かわれました。 

皆さん、覚えておいてください。イエス様は十字架で受ける痛みや苦しみを知らなかったのではあり

ません。 「まだ時は来ていない、まだ時は来ていない」と、言い続けたイエス様。時が来た時に受けるそ

の十字架がどれほど苦しみを伴うものかを知らなかったのではありません。この方は、どれほどそれが

苦しいものなのかをわかっていました。そして、わかっていて、自分のいのちを私たちのためにささげよ

うとしたということです。罪の全くないお方はへりくだられました。私たち罪人の身代わりとなって、文

字どおり死んでくださいました。本来なら私たち自身が受けるべき痛みを、苦しみをこの方が十字架に

あって、代わりに受けてくださったのです。そしてその結果、イエス様が目の前に置かれているその苦し

みを、 「あ、こんなに苦しいのだったら、私は違うところに行きます」とせずに、「私たちを愛して、その

ために死にましょう」と、死んでくださったからこそ、このイエス様の死こそが、私たちにいのちをもた

らす源となりました。今、私たちがこのようにして、この方を信じて、そして、私たちが罪を赦されて、

神様と平和を持って、平安の滅びではなくて、永遠のいのちを持って生きていくことができるのは、あた

り前の話ではありません。そのすべては、私たちを愛して死んでくださった救い主のゆえです。もし、こ

の方が自分のことを考えて、あの十字架で死なれなかったなら、私たちには何の希望もありませんでし

た。でも、その苦しみを喜びとし、一人の身代わりとしての死を成し遂げてくださったから、一粒の麦が

地面に落ちて死なれたから、数え切れないほどの多くの者に、私たちに  いのち”という、豊かな実をも



たらしてくださったのです。それが、私たちが愛している主が成し遂げてくださったことでした。この方

は栄光の王様です。でも、この栄光の王様は、冠を受けるその前に、一粒の麦として地に落ちてください

ました。その死があったから、多くのものがいのちという豊かな実を受けることができました。人々は、

栄光の王座を考えました。でもイエス様は、十字架の死を通して、ご自分の栄光を現わされたのです。そ

れが私たちの救い主でした。それが私たちの主が示してくださった姿でした。 

３．従順 ２５－２６節 

そして、この姿はこれで終わりではありません。この姿は、イエス様を信じる者にとっての  模範”と

なりました。一粒の麦として死なれた主は、ご自分に従う者たちにも同じ道を歩むようにと招かれまし

た。同じ道とは何でしょう。主であるイエス様が自分のいのちを捨てられたように、私たちも自分自身を

捨てるということです。それが最後のキーワードです。３つ目のキーワードは従順です。主であるイエス

様は自分のいのちを捨てられました。その足跡にならうようにと。続きを見てください。２５節、イエス

様は、このように口にされていました。 「自分のいのちを愛する者はそれを失い、この世でそのいのちを憎む者

はそれを保って永遠のいのちに至るのです。」と。いったい何を言われているのでしょう。カギになるのは、

ここで繰り返されている 「いのち」ということばです。 「いのち」ということばが３回出てきました。でも、

この３回のうち、最初の二つと最後の一つは別のことばが使われています。それがカギでした。 

▶「自分のいのち」「そのいのち」（  プシューケー”） 

最初に 「自分のいのちを」と 「そのいのちを」と二つ出てきました。これらの 「いのち」ということばに

は  プシューケー”というギリシヤ語が使われています。  プシューケー”ということばには、単にいの

ちという意味も含まれていますけれども、それ以上に、その人自身、特にここでは自分の欲求や願望、感

情を満たそうとする性質を表す意味が含まれていました。言い換えると、 「自分のいのち」とは、この世に

おいて自分自身を中心とする生き方のことです。この世において、自分の人生、自分の欲望、自分の考え、

自分の願い、自分の思い、自分の感情、自分自身を中心とする生き方のことです。 

▶「永遠のいのち」( ゾイ”) 

また、三つ目に出てくる 「永遠のいのち」の 「いのち」には  ゾイ”というギリシヤ語が使われました。

このことばには、神様が与えてくださる永遠の新しいいのちを表す意味が含まれていました。これは自

分自身を中心とする生き方ではありません。神様を愛して、神様を知り続ける。神様を中心とする全く新

しい生き方のことです。簡潔に言うのであれば、自分を中心として生きる者は自らに滅びを招きます。で

も、自分を捨てて神様を何よりも愛する者は、神様を知るという豊かないのちに至るということです。結

局のところ、イエス様が問われていたことは、主のために自分自身を捨てるということでした。 

皆さん、ご自分のいのちを捨てられたその主を愛して、そしてその主に従うということには、自分のい

のちを捨て続けるという歩みが必要不可欠だということです。私たちは、自分を捨てる者として生きて

いくことが必要ですと。改めて考えてみてください。ある人たちは、イエス様を信じて従っていくことに

は、このように自分を否定することは必要ないと考えています。でも、この教えは、ただ特別な選ばれた

者たちにのみ与えられているものではありません。イエス様は何度も、何度もそのことを明らかにして

いました。福音書を見てみると、このように何か所にわたっても言われています。たとえばマタイ１０ ：

３７－３８に「:37 わたしよりも父や母を愛する者は、わたしにふさわしい者ではありません。また、わたしよ

りも息子や娘を愛する者は、わたしにふさわしい者ではありません。:38 自分の十字架を負ってわたしについて来

ない者は、わたしにふさわしい者ではありません。」と書かれていました。ルカ９ ：２３－２４で言われてい

ました。 「:23 イエスは、みなの者に言われた。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、日々自

分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさい。:24 自分のいのちを救おうと思う者は、それを失い、わたし

のために自分のいのちを失う者は、それを救うのです。」と。また、同じルカ１４ ：２６－２７でも 「:26  「わ

たしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、そのうえ自分のいのちまでも憎まない者は、わたしの弟



子になることができません。:27 自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしの弟子になることはで

きません。」と言われています。気づくと思いますが、イエス様は同じ人に対して一度だけ語っていたので

はありません。異なる人たちに向かって、何度も何度も何度も求め続けていました。ご自分に従おうとす

るその者はだれであれ、自分の十字架を負って、自分を捨ててついてきなさいと。自分を捨てない、そん

なイエス様の弟子は存在しません。イエス様は言われていました。「自分の十字架を負ってわたしについて

来ない者は、わたしの弟子になることはできません。」と。私について来られませんと。イエス様を信じる弟

子には、この世のどんなに愛する人たち、どんなに愛するものよりも、何よりも、自分自身よりもイエス

様のことを愛するということが欠かせないことでした。 

今の私たち自身はどうでしょう。ほかのだれかではなく、自分自身に改めて問うてみてください。今も

変わらずに、自分のことを常に中心とする歩みをしているでしょうか。それとも自分を捨てて、イエス様

を何よりも愛するそんな歩みをしているでしょうか。振り返って考えてみてください。あなたは、本当に

イエス様に自分の人生をすべて明け渡したでしょうか。そして明け渡しただけではなく、日々の生活の

中にあっても、絶えず明け渡し続けているでしょうか。これは勘違いしてはいけません。イエス様は 単

に自分の十字架を救いの瞬間だけ背負いなさいとは言いませんでした。自分の十字架を日々負って、つ

いて来なさいと求めていました。要するに、私たちは毎日、毎時間、何をするにしても、自分を捨てると

いうことが欠かせないということです。自分を捨てないタイミングはないということです。では、たとえ

ばどんな時でしょう。仕事や学校においてもそうです。自分の成果や人の評価を追い求めるのがあたり

まえの世の中にあって、私たちは自分を捨てて、イエス様からの称賛に目を留めて歩まないといけませ

ん。夫婦関係や子育てにおいてもそうです。自分の基準を、自分の考えを、自分の思いを、自分の感情を

優先したくなる中にあって、私たちはその自分を捨てて、イエス様の愛とへりくだりというものを追い

求めないといけません。教会生活においても同じです。自分の価値観を、自分のやり方を、自分のこれま

での習慣を押し付けたくなる中にあって、私たちはその自分を捨てて、イエス様の仕える姿を喜んで追

い求めないといけません。これはまちがいなく、私たちにとって毎日の戦いです。私たちのうちには、い

まだに自分を愛する罪が残っています。その罪に負けてしまうこともあるでしょう。むずかしさや葛藤

を覚えることも多々あるでしょう。 

皆さん、どんな時に自分を捨てるのが一番むずかしいです？一つあるのは、自分を捨てるという行為

の先に、いろんな問題、いろんな苦しみ、いろんなむずかしさがある時に、私たちはこれだけの犠牲を払

わないといけないのなら、私は自分を捨てませんとなってしまうこと。イエス様はご自分の弟子として、

従ってくる者に対して、自分を捨てることを求めていました。私たちは失敗をします。それでも日々悔い

改め、イエス様を何よりも愛する者として成長していこうとするのです。この歩みは、重荷にはなりませ

ん。私たちのイメージでは、自分を否定することは重荷と思うかもしれません。でも、重荷にはなりませ

ん。なぜでしょう？それは、私たちが自分自身に対して死ぬ時こそ、私たちは、自分のために死んでくだ

さった方の足跡に従うことができるからです。自分を否定する時、決して忘れてはいけません。私たちの

ような愚かな罪人のために、先に自分のいのちを捨ててくださった方をです。私たちが自分のいのちを

捨てるのは、私たちのために先にご自分を捨ててくださった方がいるからです。私たちが十字架を背負

うのは、私たちのために先に十字架を背負ってくださった方がいるからです。私たちがこの方のことを

何よりも愛するのは、目の前に大きな苦しみがあって、それでも自分を捨てて、その苦しみさえも通り抜

けてこの方を愛そうとするのは、私たちのためにまずイエス様がその測り知れない愛を示してくださっ

たからです。私たちはもうすでにその愛というものを受けました。イエス様にあって、その大きな恵みと

いうものを受けました。ここで問われているのは、私たちが行いによってどうにかしましょうという話

ではありません。ここで問われているのは、その恵みの深さを理解し、感謝するのであれば、あなたはど

のように報いて生きていきますか？ということです。私たちにできる応答は、その方を愛して、従順に生



き続けることです。自分のためにではありません。私たちのために死んでくださったイエス様のために

です。自分の栄光のためにではありません。私たちのために死んでくださったイエス様の栄光を現すた

めにです。そのために、自分自身を捨てて歩んで行くことです。 

そして皆さん、感謝なことは、そのような従順な歩みには、神様の大きな祝福があるのだということさ

え約束されていました。最後に残りのみことばを見てください。２６節 「わたしに仕えるというのなら、そ

の人はわたしについて来なさい。わたしがいる所に、わたしに仕える者もいるべきです。もしわたしに仕えるなら、

父はその人に報いてくださいます。」と。イエス様は言われていました。私に仕えるのであれば、私に従って

くるのであれば、私についてきなさいと。私の足跡にならいなさいと。そしてすべてを捨てて従っていく

のであれば、イエス様に仕える者には、主がともにいてくださるだけではありません、父なる神様が報い

てくださると言われていました。 

私たちがいろんな苦しみや困難の中にあっても、従順に従っていくその時、神様は必ず報いてくださ

る。ではどのようにして、私たちは確信を持てるのでしょう。なぜ、私たちのその歩みが最後には無駄に

ならないと希望を持てるのでしょう。なぜだと思います？それは、私たちの先駆者であるイエス様は、ご

自分のいのちを捨てて、十字架の上で多くの苦しみを味わいました。人の目から見れば、最も恥ずべき方

法で死なれました。でも、その死は死で終わりませんでした。この方は墓に入れられたのち、三日目によ

みがえり、天に上りました。そして今、父なる神様の右の座に着いて、この方は成し遂げたそのみわざの

ゆえに、父から最高の報いというものを受けています。それと同じです。私たちがイエス様の足跡につい

て行くのであれば、それが私たちのうちにも起こります。私たちが自分を捨てて、十字架を背負うその

時、だれにも理解されずに、まわりには不思議な人として扱われるかもしれません。そのとおりになりま

す。なぜなら、私たちの先駆者であるイエス様も理解されなかったからです。さまざまな苦しみを味わう

ことにもなります。イエス様の後をついて行っているからです。 

でも、その苦しみや恥も、苦しみや恥で終わることはありません。従順に使えるその者を、ともにいる

主は支えてくれます。そのような者を私たちのうちに働いて変え続けてくれます。そして、そんな従順な

者を、最後には父なる神様が報いてくださいます。父なる神様がイエス様にしたとおりです。それが皆さ

ん、私たちに与えられている希望でした。従順でいつづけられる私たちの心を突き動かす、希望でした。

だとすれば、そのように待っているものがあるのを知っているのであれば、私たちの前に先に歩まれた

方を知っているのであれば、私たちはどのようにして歩むでしょう。かつてジョージ・ミュラーは、私に

は、一度死んだ日があります、ジョージ・ミュラーという人間に対して死にましたと言いました。私たち

も同じように言えます？近藤崇志に死にましたと、皆さんも同じように言えます？勘違いをしないでく

ださい。ジョージ・ミュラーが私は自分に死んだと言えたのは、彼自身の意志が強かったからではありま

せん。それはただ、自分のために死んでくださった救い主を知っていたからです。私たちも同じです。こ

こから出て行って、きょうから自分の力で自分を捨てることをがんばりましょうという話ではありませ

ん。私たちのために一粒の麦となってくださった方、死んでくださった方に心を止めて、その方のいのち

を受けたことを感謝して、そしてその方を何よりも愛するがゆえに、自分を捨てて従っていくのです。こ

の道は狭いです。この道は苦しみを伴います。でも、その道の先には希望が待っています。愛する主とと

もに歩むことができるというだけではありません。父なる神様が報いてくださると。その日を期待しな

がら、主を愛する者として自分を捨てながら、主の栄光のために今週も歩んで行きましょう。 


